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本書 は,ミ ュンスター再洗礼派千年王国崩壊の1535年 か ら三 十年 戦争 勃
発 に至 るまでの ミュス ター市 にお ける社会 と宗教の変化を,豊 富な資料 を駆
使 して見事 に描 き出 したもので ある。1970年 代 「都 市 と宗教 改革 」 とい う
テーマが流 行 して いたが,最 近 に至?てKonfessionalismusの時代 研 究
に若い研究者 の関心 が移 りだ したか に見え る。その中で本書 は最 も傑出 した
ものの一つ といってよいであろ う。
ところで本書 の紹 介に入 る前 に読者 の うちかな りの人 は,ミ ュ ンスター市
はどこにあ るのか御存知 な いと思われ るので,本 書か ら離れて若干 の予備知
識 を与 え る必要 があ ろう。 この市 は面積 においては ドイツ最大 の ミュンスター
司教 領の中心都 市であ る。Westfalen地 方 はM6nchsgasseと 呼ば れ るほ ど
司教領が た くさん あ ったが,BistumMUnsterはその うち最大。16C初 頭,
市 の人 口は約8000～9000。 領内 には他 に17の 小都市が あ り,市 はその盟主。
上訴審で もあ った。市 は貨幣鋳造権 を除 く殆 どの 自治権 を13～14Cの 間 に
獲 得 して いた。Landstadteの 中で は最 も大 きな特権を も って い る ものに属
してい る。MunsterStiftのLandtag(領邦議会)に はDomkapitel(大 聖
(107)107
政経論叢 第69巻 第1号
堂参事会)と17都 市及 び領邦 騎士 が参 加 して いた。DomkapitelとStadt
Munsterは その 中で も傑 出 した地位 を占め,両 者 は しば しば権 限 をめ ぐ り
争 って いた。
市 の統治構造 は,15C初 め まで都市貴族 でErbmannerと 称す る大商人兼
司教 のLehensleuteがRat(市 参 事会)を 独 占 して い たが,各Gildeが 結
集 してGesamtgilde(全 ギル ド会議)を つ くって以来,Gilde指 導 者 はRat
に割 込みを策 し,15C中 葉のSoester-Fehdeに つつ くMUnsterStiftsfehde
を通 じ,全 ギル ド会議 はゲマイ ンデ代表機関 と して,Obrigkeitsorganと し
てのRatに 対 し共同決定権を確立す る。 また市参事会員の半数 はGilde幹 部
Honoratiorenが 握 ることにな る。 再来,Erbmannerは 市 政 に対 す る関心
を次第 に失 い,市 周辺 の城 と土地 を購入 して,地 代 に依拠 し騎士的生活を し
は じめ る。Rat内 多数派 となったGilde幹 部 たち も,し だいにGildeと の絆
をゆ るめGeschlechterkreisを 作 りは じめる。 彼 らを私 はAlt-Honoratioren
と呼 ぶ ことに して い る。 彼 らに代 ってGilde幹 部 にな った もの をNeu-
Honoratiorenと 呼 ぶ ことにす る。1531年 市 内で宗教 改革運動 が勃発すると,
下 か らのGemeinerMannの突 き上 げに応 え,説 教者Rothmannを 擁 護 し
っ っ 運 動 の 指 導 権 を 握 っ た の はGesamtgildeに 結 集 し た こ のNeu-
Honoratiorenで あ る。ErbmannerとAlt-Honoratiorenの大多数 はカ トリッ
ク に留 ま った。 しか し1533年 初 頭 宗 教 改 革 運 動 が 勝 利 した 瞬 間,
Rothmannは 再 洗礼 主義 に移 行 しだ し,そ れを め ぐってNeu-Honoratioren
が ともに握 るRatとGesamtgildeは,片やル ター派,片 や再洗礼派 に分裂,
1534年2月 には再洗礼派 がRatも 独 占 し,千 年王国 に突入す る ことにな る。
一年有半諸侯軍 の包囲下JanvanLeydenのテ ルー ル とデマ ゴギ ー支 配 の
下 で よ く戦 いつづ けたが力盆 きて占領 され,殆 どの男 は戦死乃至処 刑,女 性
も一 部処刑,他 は追放 とい う浮 目にあ う。千年王 国成立 直前市 か ら逃 げだ し
て いたカ トリック派 とル ター派 は落城後 しば らくして司教 によ り居 住を許 さ
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れ,市 に戻 ってくる。 この時点から本書の叙述が始 まるのである。
本書の取扱 うテーマは三つある。第一は,千 年王国壊滅の結果,い かなる
事態が生 じたか。それを様々な市の生活領域について見ること。第二 は,本
書の中心テーマであるが,や がて導入 されてくる反宗教改革が領邦中央集権




書の 「白眉をなす」 と評者はいっているが,1200余 通の遺言 の分析を通 じ
て,民 衆の宗教意識の変化を探 り出す ことである。
要するに,宗 教改革と反宗教改革を通 じて,は じめて近代のキ リス ト教は
っ くりあげ られたというが,そ の形成に当 って伝統的中世的な政治的=宗 教




市に帰 る市民は司教に忠誠の誓 いを立て,再 洗礼派だった女性は保証人二
人を立てなければならなかった。ルター派であったNeu-Honoratiorenは 政
治的にはoutcastに された。その後,復 活するギル ドの指導層にも彼 らの子
孫はあまり現れてこない。 これら帰還人口は3000～4000人 で,千 年王国前
の半分以下。但 し,全 員死んだわけでなく,ル ター派のある者たちは二度と





は僅 か。 税金台帳か らHsiaが 推定 したと ころに よ ると,1540年5780人,
1550年7570人,1570年8000～9000人(回復),1590年 代1万,以 後17C
末 まで変化 せず。 この人 口減少 ともいえ る趨勢 は,市 政 に大 きな影響 を与 え
る。
(2)ErbmannerとAll・Honoratioren
この二つの階層は,家 族の中か ら再洗礼派を出したものは少なく,殆 ど無
傷。彼 らはカ トリック派で司教の下で市の包囲に参加。再洗礼派財産の競売
では,そ れを買って儲ける。他方,ギ ル ド員の大多数は再洗礼派として戦死
か処刑,残 りのルター派はoutcast化 。彼 らの家族からも再洗礼派になった
者がたくさんいた。要するに,Gesamtgildeに 結集 して いた中産層 は潰滅
的打撃をうけた。下層民の多 くも再洗礼派に参加 し,死 んだが,彼 らの場合
外から流入 した者によって数 は補われた。
(3)経 済的打撃も凄 じい
市の収入 は60%減 少 したが,そ れでは とて も足 りず 借金,だ が利 子 も支
払 えな い。 市 の収入 が千年王国前 の水準 に回復 するのは25年 後。 この恐 る
べ き打撃 はFigureL1を 見 られたい。 さ らに 中産層 の打 撃 を最 もよ く物語
るもの は,FigureL2で ある。 中世都市市 民の財産 階層 は,ほ ぼ ピラ ミッ ド
型をな して いるが,こ こでは中産層 が極度 に少 ない ことがわかる。貧 困層 が
ひ じょうに多 いのは彼 らが再洗礼派 に コ ミッ トしなか っ.たわけではな く,後
に外か ら来 た 日雇労働者 を示 してい る。 ここで面 白い ことを披露 しよ う。 図
形Abb.5aは,Kirchhoffが作 った ものである。 それは再洗礼派 の財産 階層
とAegidi市 区の1539年 税金台帳 を基 につ くった財 産 階層 とを比 較 した も
ので,こ こか ら彼 らは,次 のよ うにい う。 「財産階層 の両面 の相 似,こ とに


































































を示唆 している。要するに,ミ ュンスター再洗礼派の財産階層は,16世 紀
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ドイツ中都市 にお けるノーマルな財産関係 の模写 と見 な しうる。」ω これ はよ
く引用 され る言葉 であ る。 シ リンク も隔 され た。私 も半ば臓 されて きた。再
洗礼 派 の財産 階層 の ピ ラ ミッ ドの当否 を問 う前 に,AegidiLeischaftの
1539と1548～50の 異常 な違 いに注 目され たい。前者で は,中 産層 は第IV階
層(250～300Gulden)が僅か に くぼんで いるにす ぎないの に,後 者 で はVI
～皿が異常 に僅 かであ る。 後者の方が正 しいよ うな気 もす るが,Hsiaは 出
典 を明示 していない。 また3年 間の平均なのか どうか も語 って いな い。 どち
らの統計 も,階 層 区分 の尺度 は恣意的であ るように思われ る。 グラフという
ものは,伸 縮 自在 で,好 き勝 手な形をつ くることがで きる。 印象深 い説得性
を もっているよ うに見 え るが,実 は しば しばペ テ ンで ある。
(4)自 治権の喪失 と回復
占領後1年 間 は軍事 支配 下 に置 か れて いたが,1536年5月 司 教Franz
vonWaldeckは24名 の市参事会員 を指名,統 治権 はStatthalter(総 督)
が もち,彼 らはその補 佐役,24名 の半数 はErbmanner,他 の半数 はAlt-
Honoratioren,彼 らは総 て以前 のRatsherren経 験者で勿論 カ トリック派。
1541年 司教 は自治権回復 を承認。但 し,ギ ル ドの禁 止 の継続 と カ トリック
のみを守 る ことが条件。 この 自治権 回復 の理 由は,司 教 財政 の澗渇 に対 し市
が援助 してや った こと,司 教 がBistumを 世俗化 しよ うと してLandstande
の猛反対 にあい孤立 したため,市 の支持を必要 と した こ と等。1553年,ギ
ル ド及 び全 ギル ド会議 は完全 に復活 する。 この頃,商 人 ・手 工業 者の数 は,
旧に復 しは じめ,彼 らはRatにGilde結 成 を請願 す るが蹴 られ た。 しか し
皮 肉に もシュマルカルデ ン戦争敗北 が幸 い した。 ヘ ッセ ン方 伯の家臣で ある
Waldeck家(司 教 もその一員)は,こ の戦争 にプ ロテス タ ン ト側 に 立 って
戦 ったが,敗 戦 とと もに周辺 のカ トリック諸侯軍 に襲 われ,司 教 は命か らが
ら市内 に逃 げ こんできた。商人 ・手工業者 は生命財産 の一切 を捧 げて彼を守
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る と誓 い,そ の代わ りにGildeの 復権 を迫 った。Ratは これ に猛反対 したが,
背 に腹 は代 え られ ない司教は全面 的復権を承認。 皇帝 もど うした ことか,こ
れを1553年 に公認 して しまった。全 ギル ド会議 も復活 した。 但 し,市 参 事
会選挙 の方 法 は千年王国前 とは違 って いる。以前 は完全市民が地区 ごとに二
人 の選挙 人 を選 び,5市 区 計10人 の選 挙人 団Kurgenossenが24名の
Ratsherrenを 選 ん で いた。Kurgenossenの 多 くはNeu・Hono.,選 ばれ た
RatsherrenはErbmannerとAlt-Hono.,といった調 子 で あ った。(こ の慣
習 が破 れ,Kurgenossenが 同 じ階層 のNeu-Hono.,を 選 ん だ のは,ル ター
派勝利 の1533年 と再洗礼派勝利 の34年 の時だ け。)と ころが,新 方 法 は手
が こんだ偽 職的な もので,四 段階 方式 。 ①前 年 のRatsh6rren10名 が市 民
総会 の際,10名 の市民 を指名,② この指名 された10名 が他 の20名 の市 民
を選 ぶ。③ この20名 が10名 のKurgenossenを 選ぶ。 ④ この10名 の選 挙
人 が最 終的 に24名 のRatsherrenを 選 ぶ。Kurgenossenの 多 くはGilde指
導者 た ちで あった。彼 らは再 洗礼 派の組 織 的基盤 にGesamtgildeが な った
とい う負 目か らRatに 譲歩 したので ある。 やが て間 もな くErbmannerは 市
参事会員 に選 ばれて も辞 職 した り,田 舎 の所領 に引 き籠 って職務 を遂行 しな
くなるので,Gildemeisterた ちが,市 参事 会にかな り入 り込 む こと にな る。
各 ギル ドは幹 部た ちの互選 に基 づ くOrigarchie支 配 にな って い る。 それ
でHsiaは 次のよ うにいってい る。 「1554年 以後,政 治 的 に組 織 された手 工
業者団体 を組織 す ることによ って,ギ ル ド・ア リス トクラシーは市政に対 し,
か な り政治 的重 みを もっ ことにな った。 ギル ド指導者 とRatの 争 いは乳 民
主主義 を志 向す る市民 と寡頭制 との間 の斗争 ではな く,二 種 類の違 った団体
権力,す なわちCraftGuildとFamilyにそれぞれ依拠 す る二 つ の エ リー ト
集 団の対立 であ った」 と。 しか し,全 ギ ル ド会議 がGemeindeに 強 く依 拠
しそれを代表 していた ことは否定 しえない。 これは後 に見 られ るところで あ
る。 ギル ド数 は17で,ギ ル ドに組織 されない職種 はた くさんあ った。』10い
114(114)
ミュンスター市における社会と宗教
くっかのBruderschaftに かな りの者 は組織 され ていた。醸造業,薬 屋,旅
籠,公 証人 などは重要 な職種 であ るに もかかわ らず,な ん ら組織 され ていな
い。Ratと 対立 す る形 で,Ratsherr以 外 の全市 民 はす べてGemeinheitと
総称 されていた。市民 でない ものはEinwohnerと いわれ た。HsiaはGilde
に組織 されていない市民 をGemeinheitと 呼んで いるが,そ れ は間違 い。
㈲ 宗 教
カ トリックだ けが公認 され,福 音派 は礼拝式 を公然 とや ることを禁止 され
たが,ル ター派 と称す る市民 の居住及 び活動 は全 く自由であ った。 アウグス
ブルクReligionsfriedeのParitatの 原則 が,皮 肉 に もここで はル ター派保
護 に使われ たのであ る。実際 再洗礼派 の大事件以来,市 民 たちは悪 きが落
ちて しまい,市 民間の宗派斗争 に懲 りごりして しま った。各 自は信 ず るもの
を信 じれば よい という気分 になって しま った。政治的 に もル ター派 や新流入
者 のカル ヴィニ ス トはなん ら差別 され なか った。但 し,再 洗礼派 だけは厳 し
く追 及 された。それ も10年 もすればいな くな った。福 音派 は,ギ ル ドの 中
に拠点を もち,Ratsherrenに もかな り選 ばれた。但 し彼 らはかっ て の宗教
改革運動 を推進 した連 中で はな く,外 か らの流入者で ある。一世代 で一挙 に
上昇 した者 もかな りいる。 聖堂 参事会員 に もルター派傾向の騎士 の息子が か
な り出て く,る。司教 も聖堂参事会 もAugsburgの 宗 教和 平以 来,宗 派 の問
題 はとか くいわな くな った。 この時か ら反宗教改革の導入 まで しば しの小春
日和 が続 く。 その間,周 辺 の北 西 ドイ ツで は,領 主 も騎士 も都市 もどん どん
ル ター派 に寝返 ってい った。 カ トリック聖 職者 も信仰義認を説 くし,妻 帯 は
当然,平 信徒 は二種 培養 に与 り,ル ターの ドイ ツ語賛 美歌 はどこの教会で も
歌 われだ した。
Ratと 市民 の多数派 を占 め るカ ト リック派 も福音 派 と同 じ く,Stadtge-
meindeの 自立,教 会権の侵入 に対す る市 の権利 の防衛,さ らにRatが 管理
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権 を もつ聖 職者civicclericsと その制度 の拡 大,さ らに教 会裁 判権 の蚕 食
を熱心 に行 っていた。 この点 では宗教 改革 前の都市 カ トリシズムとなん ら変
わ りはな い。 その点でgemeindlicherKatholizismusとで もい うべ き もの
が存在 していたので あ り,カ トリック市民 のAntiklerikalismusは 相変 ら
ず存続 していた。
⑥ 教 会
他方,司 教,大 聖堂評 議会 を頂点 とす る教会 ヒエラル ヒーも旧態依然 と し
ていた。修道院 もそ うであ る。彼 らの生活 態度 も意識 も変 りな い。上に行 け
ばい くほど腐敗 は甚 しく,贅 沢 であ り,下 に行 けばい くほど価 ち市民に接触
し牧会活動 や社会奉 仕を してい る者 ほど品行方 正で職務熱心 で あった。1571
年,反 宗教 改:革の最 初の行動 と して教 会巡 察が行われ るが,そ の記録に は明
白にそれが うかがわれ るとの ことであ る。 ただ以前 と違 う点 は,教 会の経済
生活 が時 とともによ くな った ことであ る。 それ は農産物価格の上昇 による。
上 級聖 職者Plaratenは 広大 な土地 を もち,十 分一税収入 もあ り,彼 らはそ
れを市 場で売 って莫大 な資本を蓄え,そ れ を貸 し付 けてRente収 入 を得 て
いた。 ま さしく彼 らは優雅な金利生 活者だ ったのであ る。だが彼 らだ けで な
く下級 聖職者 も市民の寄進や聖職録 をケチケチためてRenten売 買 を しなが
ら収入 を増 していた。 ラ ンベル テ ィ教 会 のVicarや そ の他 の聖 職者 たち の
収入上昇 グラフを見 られたい(p.51,53)Figure2.1,2.2。これ に はsource
が明示 してあ り信用で きそうだ。 それ に して も鮮やか な曲線で ある ことか。
これ と賃金及 び小麦価格 の動 きを示すFigure7.6を 比 較 して みよ(p,188)。
小 麦価 格の上昇 と見事 に比例 して いることが わか ろ う。下級聖職者 の収入上
昇 はな にほどか積極面 があった。 あまりい じきたない生活 を しないです み,
学 問を少々や ることが できるよ うになったか らである。 これはカ トリシズム
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H.反 宗 教 改 革 の導 入 とそ れが も た らす 市 の 全 生 活 にお け る変 化
(1)イ エズス会の導入
Gegenreformationと 言 う言葉 は,WestfalenのIserlohn出 身 でG6ttingen
大学教授Joh.StetanPutterが1776年つ くった言葉 である。 ビス マル クの
片 腕 とな った トライチ ュケ曰 く。「反 宗教 改革 の時期 は,ド イ ツ史 上最 もい
やな時代で ある」 と。
反宗教改革 を ミュンス ターに もた らしたの はGrafJohannvonHoyaが
1567年 司教 になった時 である。 彼 はイェズス会 の 教育 を受 け ローマ法 が大
好 きであ った。 彼がや った ことは教会巡察 と行政 司法制度を改革 し,官 僚制
的機 構 を端 緒 的で はあ るが作 った ことであ る。 彼 は間 もな く死 ん だ の で
(1574),小 春 日和 は戻 ってきた。 ところが,K61n戦 争 が勃発 した。K61nも
カ トリックの牙 城で あ ったが,大 聖堂評議員会 は敵方 を受 け入 れる ことを好
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まず,最 有力司教候補者 のKurfnrstErnstvonBayernを差 しおいて,例 の
農民戦争 で農民軍 弾圧 で勇名 を馳せ たTruchsessGebhardvonWaldburg
を1577年 に司教 に任命 した。 だが彼 は司教 になると恋愛 事件 を起 し,諌 め
られ ると結婚 して彼女 の名誉 を救 いたい とい う殊勝 な決心 を した。 だが司教
の座 は降 りな いで,司 教領 を世 俗化 す ると い うの であ る。 ロー マ は怒 り
DomkapitelとStadtK61nは反対 し,彼 はBerg地 方 に逃 れ兵 を挙 げ た。
折か らオ ランダでは独立戦争 が燃 え上 が ってい たの で,彼 らと同盟 して,
ErnstvonBayernに 率 い られ たカ トリック諸侯や ケル ン ・カ トリック軍 と
戦お うと したが,1584年 粉 砕 され る。結 局,エ ル ンス ト公が威風 堂 々K61n
大 司 教 に な る。 彼 は南 独 諸 侯 の カ ト リッ ク ・ リー グ の 中 心 的 指 導 者
MaximilianvonBayern侯の次男 で,イ エズス会の学校 で教育 を うけ,反
宗教改革 と中央集権化 を一体 的に担 えて いた。Bayernで や って いる こ とを
K61n大 司教領 にも もちとんで くる。 さ らに司教J.v.Hoyaの 死 後数 年 にわ
たる空位時代が ミュ ンスター司教領 で続 いていたが(そ れ は聖堂参事 会員中
多数派一 その中 にはプ ロテス タン ト系 も湿 る一 が ここで も司教候補 にな って
いるエル ンス ト公 を阻止 しよ うとしていたため),遂 に1584年 の勝利 が もの
を いい翌年 ミュ ンスターの司教 も兼任す ることにな った。彼 が反宗教 改革の
ため ミュ ンスターに対 して な した最大 の ことは,イ ェズス会 の学校 をつ くら
せた ことで ある。Hsiaは こうい つた歴史 には,こ の本 で は全 くふれ て いな
いので,初 めて読む者 はよ くわか らない0全 ギル ド会議 は,イ エズ ス会 の後
にはスペイ ンの異端審判所 が来 ると宣伝 して必死 に抵抗 したが,Ratは エル
ンス ト公の軍事力 に恐れ をな して遂 に屈服 。 但 し,Immunitat内 で の み居
住 し,市 域内 には家を もたないとい う条件 をつ けて。 イエズス会 は人文主義
教育で名高 いDomschuleを 接収,そ こに いた プロテス タ ント派 の教 師 を追
放 し,Kolleg(コ レジオ)を つ くった。 イ エズ ス会 のGymnasium教 育 カ
リキ ュラムは,神 学を除 いて,カ ルヴ ァン主義か ら,そ っ くり借用 した こと
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はよ く知 られて いるが,ま さ しく方法 的組織的 であ り,個 人 の積極 的意志 と
行動 とは,神 の栄光実現 を促進す るための恩寵 の贈 り物 と見 な し,個 人能力
の最大限 の発揮 を教育方針 と して いた。 だか ら信賞必罰 によ って生徒 を競争
にか りたて た。徹底 したエ リー ト養成主義 であ り,そ の 目的 とす るところは,
失地回復,法 王 を中心 とする普遍的 カ トリック世界像 の世界大 的確立 なので
あ る。
このKollegは 大成功 を収 め,最 初600人 の生徒 であ った もの が間 もな く
千人 に もな り,プ ロテス タン トの ブ レーメ ンやハ ンブル クか ら,親 の制止 を
ふ り切 って やって くる者 もいた。成功 の原因 はなにか。青年 たちに,従 来 の
Gemeinde中 心のKirchturmpolitikを はるかに超 える グローバ ル な世 界 に
眼を開かせ,輝 か しい未来の地平線 に向 って進撃す るよ う鼓舞激励 したか ら
で ある。青年 に とってはまさ しく開国 であ った。宗教改革 は二世代以前 の過
ぎ去 った過去で あ り,ア ンニュイな日常 を送 っていた彼 らに,エ キ ゾチ ック
な 日本,そ こにおけ るザ ビエルを は じめとする会士 の活躍,そ して殉教 が伝
え られ,彼 らの心 をふ るわせ た。 それ は劇 に もな って上演 され た し,「 家康
(実 は秀吉)の キ リシタ ン禁令 が出 ると,日 本の同信の徒 が救 わ れん ことを
願 う祈祷会 も開 かれた。」
イエズス会が とくに貴族 の子弟か ら会士 をつ の った ことは周知 の ところで
あるが,こ の時期の ミュ ンス ター出身 の会士 を見 ると,29名 中,都 市 貴族,
市参 事 会員,司 教 庁役 人 が半 数,残 りは 中流 上 層 市 民 の息 子 で あ る。
GemeinerMannの 子供 は一人 もいな い。彼 らは ミュ ンスターには永住 しな
いで他 の地 で任務 についている。 この会は決 して ドメスティケー トされなか っ
た。 その点 で も普遍主義 である。・.
フ ランスのイエズ ス会 ではカ トリック防衛 のため反正党派 的革 命的 リー グ
を支持 したが,ド イ ツで はカ トリック領邦君主 と結 びつ き,領 邦絶対 主義 の
道具 と して奉仕 した。 ミュンス ターで も,エ ル ンス ト公 によ る市 権限の弱化
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に はつねに手 を貸 していた。 また彼 らは失地回復の ため オスナブ リュ ック,・
ハ ンブル ク,ブ レー メン,オ ランダに出か け再 カ トリック化 に努め たが,し
たたかな反掻 を うけて失敗 してい る。 カ トリック内部で は,聖 職者の規律回
復 のための響導者 ・教化者 として振舞 い,そ れを通 じて平信徒 に対す る聖 職
者 階級 の優位 を確保 しよ うと努 めた。 王侯 といえ ども聖 職者 の前 に脆かな け
ればな らない。 そのためには,前 衛 としての使 命感 に燃 え貞潔 と教 養,厳 し
いモ ラルで再武装す ることを 自らに課 したのであ る。
イエズス会 は,ま た悪魔 との戦 いのため,盛 んに悪魔 払いをや った。年 次
報告 には,得 々 としてそれに成 功 した ことを知 らせ て い る手 紙が,1588～
1618年 まで に8通 あ る。例 えば,あ る女が悪魔 に愚 かれ たの で,三 日間 も
その悪魔 を拷問 にか けた ら,遂 に彼 は降参 し,彼 女 はその魔手 か ら解放 され
た。 また臓悔 を聴聞 し,霊 的 な相談 に乗 ることで精神 障害者 を直 した。 この
噂が拡 がる と,オ ラ ンダか らある男が かけつけて きて,わ が家 は幽霊 の巣 に
な って いるので ど うした らよいか と相談 を もちかけて きた。会士 は建物 に聖
水 をか けて,Poltergeist(い たず ら好 きの妖 精)を 追 い出 しなさ い と忠告
した。 こん なことが,得 々と して ローマに報告 されてい る。市民 の多 くは こ
ん な迷信 を相手 に しなか ったが,農 民 は病人 や精神病患者 を しば しば会士 の
もとにつれて きた。 この程度で は,お 笑 いで済 むが,会 士 たちのおかげで悪
魔 に対す る恐怖 の雰囲気が生 じ,魔 女告発が エスカ レー トしだ したご告発 を
盛ん にや ったのは,Kollegの 生徒で あった。「イエ ズス会の急 速な拡大 と魔
女狩の最高潮 とは一 致す る」 とHsiaは い ってい る。
で はイエズス会を誰が支持 したか。 最大 の支持者 はエル ンス ト公で あ り,
彼が市 に来 る時 には会士 の家 に泊 った。 もっと もDomherrenた ちが,嫌 が
らせに司教 の間を閉 じた こともあ るめで。次で司教領 の官吏。彼 らは次の司
教Ferdinandv.B.を 通 じ,す べての官吏 は定期的 に俄悔 に行 き ミサ に出席
してい る証 明書 を会士 か らも らわな ければ な らな いとい う規則を作 っている。
(121)121
政経論叢 第69巻第1号
Domherrenは 会士に対 し既得権益を汲々として守 った。干渉 しない場合 は
無関心の態度をとる。騎士たちは官吏になった者を除いて,さ して強い支持
者ではなか った。反宗教改革 と結びついた中央集権化に抵抗 していたので。
最大の熱狂的支持集団は,市 のエ リー ト層であった。会への寄進の2/3は こ
の連中。 もっともエ リー ト層の全部ではない。 カ トリック信仰のためプロテ
スタント領から市に流入 してきた都市貴族たちがその主力をなしている。ギ
ル ドマイスターで会へ寄進した者は一人 もいない。貴族の娘で会の熱心な信
奉者になったものはかなりいる。年次報告 はいう。「若 い貴族の娘が ひとた






反宗教改革 の開始 とともに,市 内の政治 宗教 的な党派形成が行われ,そ れ
は三派 に分 かれ た。 プ ロテス タ ン ト派,GemeindeKotholizismusの上 に
立つPolitiques派,イ エズス会 の信奉者Clerici派 であ る。第二 グル ープ は
政治 は政治,宗 教 は宗教 と割 り切 り,相 互 の干渉を拒否 して,Gemeindeの
自治 を守 ろ うと したので ある。伝統主義 が宗教 的寛容 と結 びつ くという面 白
いケースで ある。Clericiと は当時南 独で イエズス会 を初 め とす る反 宗教 改
革 の熱狂 的支持 派の ことを指 す用語 であ る。 この三派が どれ ほどの政治勢力
を もってい たか は,市 参事会内の党派のTable5.1を 見 られたい。 これ は市
参事会員中 のProtestantとClericiの 表 であ るが,24人 のRatsherrenか ら
両者 を足 した数 で 引 くとPolitiques派 が 出て くる。1605,6年 を除 いて,
Politiquesは つ ねに半数 以上 を占めている。 時 に応 じてPolitiquesは,ど
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ちらかの党派 と結びあい,自 己の政策を追求 したのである。では各派の社会
構成 か ら。
プ ロテスタン ト派Hsiaが 資料か ら切 り出 してきたLuther派 とCalvin
派 は37人 であるが,こ れはイエズス会士が非公然 の彼 らを暴露 して名 が出
て きた者であ り,実 際 は200人 ぐらいいた らしい。彼 らはギル ドの中 に強力
な地盤 を もって いた。.党派形成 のTable『4.1を 見 られたい。 その圧倒 的 多数

















派 は有力 ギル ドのメ ンバーであ り,こ とに衣類関係が多 い。食料品関係 はパ
ン屋一人 だけ。 ギル ドに組織 されていない商人 エ リー トAlt-Hono.や 下 層民
は極度 に少 ない。 もっと も下層民 をイエズス会士 は物 の数 に しなか ったのか
も しれ な いが。 福 音派 か ら11人 のRatsherren,5人 の全 ギル ド会 議長 老
Aldermann,17人 のKurgenossenが 確認 され る。 で は これ らの有 力者 は
1531～35年 のル ター派 の子孫 か とい う「とそ うで はない。37人 中20人 は外来
者 の子孫 。彼 らは互 いに婚姻の絆で結 びついた堅い団結力を もっていた。 もっ
とも他宗 派の者 とそう易 々結婚 で きなか ったわ けでもある。
次 にClericiは ど うかHsiaは 二つのBruderschaftを 例 にと り,こ の
派 を洗 い出そ うとす る。一つ は1441年 に設 立 され たAegidi教 区のBeatae
MariaeVirginisBruderschaft(聖母 マ リア信心会)と,も う一つ はSoda-
liumBeataeMariaeVirginisAssamptionis(聖母 マ リア被昇天 信心 会)。
後者 を選 ぶ理 由 は,イ ェズス会 が作 った信心会なので当然 であ るが,前 者 の
場合,な ぜ様 々な信心会の中か ら特 にこれを選んだのか,Hsiaは 沈黙を守 っ
てい る。 多分 ここに最 も都合の よい数字 が見出 されたか らか,あ るいはこの
信心会 に後 に反宗教 改革で勇名 を駆 せ る司教 がかって属 していたためか,よ
くわか らな い。 ともか く,Table4.2を 見 られ たい。司教 か ら始 り桶 屋,指
物 師に至 る287人 の職業が判 ってい る者 が いるが(不 明を入れ ると400人),
聖職者が多数 い ることは当然 として,特 記 すべ きは法律家 が傑 出 した勢力 を
な し生業 を営 む者 をはるか に凌 駕 して いる。Asaamptionisの 方 は,そ の2/
3が 領邦国家官 僚や裁判 関係者 だ とい う。 彼 らも婚姻 の伴 を通 じる固 い団結
力 を もっていた。
以上 の ように,新 教徒派 とClerici派 は依拠 す る職業分 野 が全 く違 って い
る。唯一 の共通点 は外 来者 が圧倒 的に多 い ことである。千年王 国以前,法 律
関係者 など市 内に はごく僅 か しか住 んでいなか った。教会裁判所関係者 ぐら
いの もので市民 の間に は殆 どいなか った。 では両分野 が市 の生活 の中で占め
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千年王国崩壊後,商 業 は一 時停止状態 だ ったが,や がてErbmannerや 大
商人 たち はCompanyを つ くって遠隔地 貿易 に乗 り出 し,ロ ン ドンか らバ
ル ト海都市 にまで進 出する。 だが1570年 代か ら商業 はどん どん衰退 す る。
オ ランダ独立戦争,MarchantAdventurersとHansa商人の対 立,皇 帝 や
英政府 の重商主義政策 の動揺 は これまでの商業 パ ター ンをガ タガ タに崩 して
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しま う。 ミュ ンスターは次第 に遠隔地 貿易 か ら手 を引 き,LabeckとK61n
とだけ取引 を続 け ることにな る。呉服商Joh.WedemhoveはWedemhove
家Chronikの 中で次のよ うに嘆 いてい る。「悲 い哉!運 命 は私 に微 笑 まな
か った。私 はチ ャンスを逃 した ことも財産 を売 り払 ったわけで もないのに。
日々の経験 か ら,現 代 はもはや過去 の歳月 とは違 った ものにな ってい ること
に,私 は気付 くに至 った。現代 は偽 隔 とウ ソで固 めた世界 にな って お り,
人 々の間 には信頼 が失 われている。 それで私 は商売 をやめ,播 いた り植 えた
りす る ことにな った。神 よ,よ き収穫 と肥 えた家畜 を もって,わ れをつね に
祝 福 されん こ とを!」 この嘆 き は商 人 エ リー ト層 に共 通 の もので あ り,
Erbmannerは すで に前世紀中葉以降,土 地 に商業か ら得 た資 本 を投下 して
いたが,Alt-Hono.も 続 々 と土地 に投 資 し は じあ た。ErbmannerとAlt-
Hono,の うちには裁判官 やAmtmannと して司教 に仕 え,Lehenを 与 え ら
れて いる者 がか な りい る。
ギル ドの 中で は織物関係 の商業手工業が いちばん打撃 を うけた。 この産業
に はプロテスタ ン トが最 も強力 であ った。 これ まで重 い服地 を作 って売 って
いたの に,禁 制圏外 の農村 で問屋制家 内工業が拡が り,新 しく軽 く安 い リン
ネル製造が行わ れだ したのである。 この打撃か ら自己防衛 す るため,ギ ル ド
の中 には保守的 ムー ドが昂 り,新 加入者制限,息 子 のみの親方相続 とな る。
この保守化,特 権保持 の ムー ドは市政 に も反映 され る。但 し,食 料 品関係 ギ
ル ドは,穀 物価格 の騰貴 で得 をす る。彼 らが反宗教改革 の支持者 にな ったの
も当然で ある。
商工業衰退 と裏腹 に最 も勢 力を伸 ば して きたのが法曹 界であ る。Joh.von
Hoyaの 統治機構改革 で領邦国家官僚制 は急速 に拡大,Rate会 議 が 作 られ,
職掌分担 が は じめて行われ る。Rentenmeisterが お かれ,彼 が財 政 を一元
化 す る。裁判所 は再 組織 され,司 教 区裁判 所Offizialat以 外 にGeistliches
HofgerichtとWeltlichesHofgerichtカ∫創設 され る。 それ は領邦 内最 高 の
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世俗裁判所 であ った。 この統 治機 構の拡大,ロ ーマ法の導入,そ れ に伴 う訴
訟 の増大 はアカデ ミックな知 識を もった法律家に対 す る大 きな需要 を生みだ
す。法律紛争 に巻 きこまれた市 自体 も法律家 を必要 とす る。Dr.はRatの 中
にはとん どいなか ったが,し だいにDr.が ふえて くる。 大商人 たちは商売 に
見切 りをっけ息子 を大学 に入れ法律家の道を歩 ませ ることにな る。商人 出身
のRatsherrで ありなが らRate会 議 の顧 問にな った り,代 願人 ・公 証人 と
な ってい るものがかな り出て きた。先 に 引用 したWedemhove家 は遠 隔地
貿易商人で全ギル ド会議の長老,Ratsherrを 輩 出 して い たが,こ の時 期か
ら縁組先 を変 え法律 家 と結 びは じめ る。息子 はみ な裁判官や弁護士 ・聖職者
にな る。
この法律家た ちは,上 はRate会 議 の評議 員 や聖俗Hofgerichtの 裁判 官
か ら始 ま り,こ の官 僚制的法律機構運営 のための多数 の書記,さ らに裁判所
周辺 にはProcurator,Notarの 群 がいた。 その数 は時 とともに膨 大に な り,
17C初 頭市 には300人 の法律 関 係者 と1,000人 のKollegの 生徒 さ らに500
人の聖 職者 が居 住 し,そ の家族 を含 める と全人 口の1/3を 成す に至 る。 この
連中が反宗教改革 の最 も有力 な社会 的基盤 とな るの であ る。1570年 代 か ら
始 ま る社会 的地 殻変動,{乃 ち実業部門か ら行政裁判部門へ の社会 的重心 の移
動,そ れ に伴 う社会的Prestigeの 変動,こ れが 伝統 的都 市 ゲ マイ ンデ を掘
り崩 し,領 邦絶 対主義 と反宗教改革勝利 へ向 けて推進 する深部 の力 とな るの
であ る。
二つの部 門間の対立 は,そ れぞれのエー トスの違 いによ って尖鋭化 した。
ギル ドの商人,手 工業者の美徳 はEhrlichkeitで あ った。食欲 に対す る公正,
個人 の利得 に対す るGemeinNutzの 強調,こ の名誉感情が ギル ド員 の社 会
的交わ りを支配 していた。 この名誉 感情 はunehrlichな 人 に対 す る差別 と
なって現 れる。聖職者,貴 族,Erbmannerの 庶子 は,ど うあが こ うとギル
ドに入 ることはで きない。庶子 たちがなん らか名誉 あ る地位 にっ こうとすれ
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ば聖職者 になる しかなか った。 それが今 や官僚,法 律家 にどんどんな ってい
くことがで きるよ うにな る。彼 らは庶 出の娘 と結婚 する ことを忌 わない。額
に汗 して働 くものと八百代言 を弄 して金 を捲 き上 げる者 の間 の自然発生的嫌
悪 の念 に,こ のEhrlichkeit感 情がか らま り,し か も一方 は没落 しつつあ り,
他方 は上昇 しつつ あるが ため,そ の対立 は抜 き差 しな らぬ ものがあ ったとい
え よう。 前者 はプロテス タンティズムにすが りつ き,後 者 は反宗教改革 の理
念 にすが るので ある。
(4)自 由と特権の防衛と内部矛盾
プ ロテス タン ト派 と反宗教改革 派 の対立 が爆発 にまで至 らなか ったの は
Ratと 市 民の間で多数 を占め るPolitiques派 が 安定要 因に な って い るが,
彼 らは市 の 自治が司教 の介入 によ って侵害 され ると見 るや,全 ギル ド会議や
新教徒派 と手 を組 んで抵抗 した。 もっとも全 ギル ド会議 の突上 げの激 しさに
抗 しきれなか った面 もあ ったが。
反宗教改革 と一体化 して推進 されて くる中央集権化政策は様々な形態をとつ ・
て市 の自治権 を傷 つけたが,い くつ かの例 を挙 げる と,従 来都 市裁 判官の職
はRatの 推 薦者 に対 し司教 がverpfandenさ せ任命 す るこ とにな って いた
が,エ ル ンス ト公 は1589年 突如Ratの 推薦 な しに あ る者 にverpfandenさ
せ,司 教 の み に忠 誠宣 誓 を要求。Ratは 反 対 した が押 し切 られた の で,
Stadtrichter抜 きでRatみ ずか ら裁判 を行 った。 また世 俗 のHofgerichtが
で きると,市 民 はRatの 裁判所 に訴 え る ことな く直接 そ こに訴 え る ことが
可能 になった。市外 の ものとの紛争 が生 じた場合(こ れまで小 都市 の裁判 の
最終審 は ミュ ンス ターRatで あ ったが),彼 らは世俗 のHofgerichtに 訴 え,
市民 をそ こに召喚 しよ うとした。 これに対 して,Ratは その召喚 を無視す る
よう市民 に命 じた。またAmtmannは,小 都市 の市 民 をそ のRatに 訴 え る
ことな く逮捕投獄 し,世 俗 のHOfgerichtの 裁判 にかけ るこ とが頻 発 しだ し
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た。MunsterRatは 小都市代表 と して これに強 く抗議 し続 けた。 さ らに司
教 は1599年Landtagの 決議 な しに軍資金拠 出を小都市 に命 じた。Munster
Ratは これに抗議 したが,Landtagで はDomkapitelとRitterの 連合によっ
て全軍資金 を都市 に押 しつ ける ことを決議,市 はReichskammergerichtに
訴え たが敗訴,12都 市 はStadebundを 締結 し相互援助 を約す ことになる。
これ ら小都市,こ とにオ ランダに接 していた西部では,平 和主義的メンノー
派が定住 し,そ の勤勉 によ って市 の繁栄 に貢献 していた。 司教 は彼 らの追放
を繰 り返 し要求 したが小都市 は無視 しつづ けた。 これ ら小都市 にはル ター派,
カル ヴ ァン派 も多数居住 し,両 品 による ミサ,ド イツ語賛美歌 は当然 の こと
とな って いた。
司教 と市 との紛争 で最 も重 大 だ った のは,司 教 が 新教徒 の埋 葬 禁 止 を
1587年 か ら市 に要求 しだ した ことであ る。Rat内Politiquesは この時 決然
と して この命令 に抗 議 し,埋 葬続行 を教区司祭 に命 じた。教区司祭 のある者
たち は,司 教を恐れて拒否す る者 もいたが,そ の時 は新教徒 たちが実力行使
で埋葬 した。ある時 は,死 体 を祭壇 に置 き,臭 くてたま らなくな り司祭 に埋 葬
を許 さざ るをえな くさせ るブラ ック ・ユ ーモアさえ生 じた。 この問題 は,教
区教会 に対 す る平信 徒管理権 の侵害 と して全 ギル ド会 議 がRatを つ き上 げ
た。 また疫病時 には市の衛生 にとって も重大事で あ った。RatのPolitiques
派 と新教徒 派 は合同で決 然た る抗議 状を発 した。 これ に対 して司教 は新教徒
が市参事会員 にな ることの禁止 で応 えた(1601年)。 全 ギル ド会議 は猛反対,
Politiques派 も反対。毎年繰 り返 される この命令 をRatは 無視,遂 に,エ
ル ンス ト公 は皇 帝Rudolfを 動か して脅迫状 を書かす。 これに対 して,Rat
と全 ギル ド会議 は協力 して全市民集会 を開 き,司 教 の命令を無視す る決議を
取 り付 け,皇 帝 に断乎 たる返事 を書 く。紛争 は手詰 まりにな った まま三十年
戦争 に突入。1623年 に至 り司教 は市 に軍 隊駐屯 を要 求,そ れ をRatは 蹴 る
が,そ の代 わ りに市民軍 の提供 と新教徒市 民の市外 追放 という代価を払わざ
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るをえな くな る。 この時 か らMUnsterで は新教 徒 は消滅 。 今 に至 るまで
SchwarzMunsterと いう言葉 を市民 は 自嘲を こめて語 ることにな る。
司教 に対 して はPolitiques派 と新教徒派 は協 力 したが,内 部 で はRatと
全 ギル ド会議 の対立 が続 いた。全 ギル ド会 議復 権 に対 してRatが 大反 対 し
たことはす でにのべたが,80年 代 に入 るとスペ イ ン軍 とオ ラ ンダ軍 が瀕 々
と西北 ドイツに侵入 し,オ ランダに接 した ミュ ンス ター ラン トも例外 ではな
か った。 オ ランダ軍 の軍紀 は厳正 だったが,ス ペイ ン軍 の乱暴狼籍 は凄 ま じ
い ものが あ った。給金 も払われず,飢 え疲 れた彼 らは冬 にな ると西北 ドイ ツ
に侵入,農 家を荒 し,都 市 を占領 し,身 代金 を要求 し,そ れを給金 や軍資金
に使 った。 イエズス会士 はそれで もスペイ ン軍支持 を声高 に叫ん で市民 の反
感を買 い,Politiques派 にね じこまれ ることもあ った。 スペ イ ン軍 に荒 らさ
れなか った町 は,ミ ュ ンスター,オ スナブ リュ ック,ゾ ース トなど城壁 で固
め られ た少数の町 だけである。だか ら,カ トリックの この市 もオ ランダ軍 に
対 してで はな くスペイ ン軍 に対 して,市 民軍 を編成 して防衛 に努 めなければ
な らなか った。 だが市民軍指揮権 は伝統的 に全 ギル ド会議 が握 っていた。各
ギ ル ドごとに中隊を組織 していたのであ る。Ratは 全ギ ル ド会議か ら指揮権
を奪取 しよ うと努 めた。市区割 りで12中 隊編成 にす るとい うわ けで ある。
全 ギル ド会議 は勿論 猛反対。1589年 妥 協が成立,市 区割 りは認 め るが55人
の指揮宮中40人 以上を ギル ド員が とるというので ある。 全 ギ ル ド会議 の強
み はまさに この市民軍指揮権 を握 っていた ことにあ?た 。 それは この妥協 で
いささか弱化 したが,根 底か ら奪 われるまでに は至 らなか った。Hsiaは の
べ ていないが,1658年 と1661年 司教ChristophvonGalenと市 の最 後 の
決戦が行 われた とき,政 治的軍事的指揮権 を握 ったのは全 ギル ド会議 であ っ
た。但 し,彼 らのKirchturmpolitikの ため外交的 に大失敗,市 は 自治権 を
最終的 に奪 われ ることになる。
全 ギル ド会議 を弱化 さすためRatが とった手段 は,ギ ル ド員 以外 の市 民
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を組織 して それ に当た らせる ことであ る。 こ とにそれ を教 唆煽動 したの は
Clericiで あり,そ の背後 ではJesuitenが 操縦 していた。全 ギ ル ド会議 は イ
ェ ズス会導入時か ら,ご とごとに会士 の活動 に箔 をはめよ うとした。 実際
生徒 を使 って会士 たちは市民 の家 を一軒づっ思想調査 していたのであ る。全
ギル ド会議が ことにいき り立 って イエズス会 に噛みつ いたのは,彼 らが飲 む
ワイ ンの輸入 を免税 に して くれ とRatに 申 し出た 時で あ る。 聖 職 者 の免税
措置 問題 は古 くか ら紛争 の種 にな って いたが,1526年 のDUlmen協 定 を楯
に とり全 ギル ド会議 は断乎反対,皇 帝Rudolfの 側面援助 や司教 の実 力行 使
に も屈 しなか った。Politiques派 は最初全 ギル ド会議 に押 されて反対 して い
たが,司 教 との対 立激 化 を恐 れ て次第 に軟 化 して い く。 この時,1606年
Clerici派 は非 ギル ド員 を動員 し,全 ギル ド会議 の権 力聖 断 を糾弾 す る抗 議
状 を発 した。 それはGilde員 に大 きな シ ョックを与 え た。 全 ギル ド会 議 は
Gilde員 だけでな く全ゲマイ ンデの代 表機 関 で あ り,Gemeinheitの 護 民官
を もって任 じて いた。だか ら非 ギル ド員か らの糾断 は痛 か ったのであ る。 そ
のため軟化 し,120hml700リ ッ トル まで は免税 にす る ことを容 認 す る こ
とにな る。 もっともこの抗 議状署名者 は,法 律家,書 記,醸 造業,旅 籠屋,幽
外科 医,薬 屋 な どの富裕 な市民 であ り,Rat内Clericiが そ の吝 頭 を と って
いる。 中心人物 は聖母 マ リア被 昇天信心 会の メ ンバ ーで あった。会士が それ
を組織 した もの と思 われ る。実 際会士 は毎 年 のRat選 挙 を一喜 一憂 の想 い
で フ ォロー していた。先 に見 た表で は1606年 を ピーク に新 教徒 派 は減少 し
て い く。 これ は世代交代 の結果 で もあ った。
(5)聖 職者内部の対立
新 しいカ トリックの普遍的理念とローマ法の知識をもって市に入 ってきた
イエズス会及 びそれを取り捲 く反宗教改革の勢力は,ネ ーティヴ聖職者の領
・域に介入 し,そ の伝統的特権を踏みにじり,教 師面をして教化 しようとした。
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だか らネーテ ィヴ聖職者 の反感が生 じるの も当然 で あ った。1601年 エル ン
ス ト公がGeistlichesGerichtを 創設 し,・聖職者 の行状 を調査 監督 し,異 端
摘発 を行 わせ ると,そ の締上 げに音 をあげて少なか らぬ ものが修道院か ら逃
亡,プ ロテス タン トに改宗 した もの もいる。
大 問題 が発生 した。 それ は指導 的Gildefamilieの 娘 た ち が入 って い た
RingeBeguinenを,1613年K61nから派 遣 されて きたフラ ンチェス コ会 の
Observantebが,無 理矢理聖 クララ修道 会 に編 入 しよ うと した ことか ら始
まる。Observantenか ら見れば,こ のBeguinenた ちはあ ま りに規律 が乱
れ世俗化 してい るとい うのであ る。Beguinenは この編入を 旧来 の特権 の侵
害 と見 な し,Ratと 全 ギル ド会議 に支援 を求めた。市民出身聖職者 に対 す る
市の管理権 を主張 す る彼 らは,市 の 自由防衛 とい う大 義の下 に立 ち上 った。
市内 に昔 か ら居住 して いるフランチ ェスコ修道院 も彼女た ちを支援 した。一
方,Observantenを 支持 する もの は,司 教 を初 め とす るDomherrenな ら
びに反宗教 改革 の全勢 力であ った。 まさ しく宗教 的 には外来の反宗教改革派
対土 着 のGemeinde的Katholizismus,政治 的 に は中央集 権勢 力対 伝 統的
Gemeindeが,小 さな尼 院の存廃 をめ ぐって激突 す るのであ る。 司教 は院長
を破 門投 獄,Beguinenに は破 門の脅 しを加 え,Clerici派 は再 び全 ギル ド会
議 に対 し非 ギ ル ド員 の抗 議 状 を組 織 して 浮 か せ よ う と試 み た 。 結 局
BeguinenはKlarissinenの 服 を着 て,そ の規律 に服す るが,従 来 の慣 習 の
い くつか は保持す る ことで結着 を見 た。
この騒 ぎの最 中,カ プチン会士(1545年 フ ラ ンチ ェ スコ会か ら分離 した
托鉢修道会)が 入市 を求めた。全 ギル ド会議 は反対 したが,市 内 に家 も購入
しない し托鉢 も しな いことを条件 にRatは 遂 に承 認,全 ギル ド会議 はなお
反対。 しか し1000Talerを 貧 しい市民 に寄 付す るという条件で結局市 内居
住 はデ ファク トに認 め られ ることにな る。
この1000Taler寄 付 に見 られ るよ うに,托 鉢修道会 は,も はや13,14世
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紀,貧 しい市民出身で市民の生活 と信仰に奉仕 したものでなくなってきた。
今や貴族や都市貴族や都市エ リー トの支持を受け,そ の身分出身の者が多く
なる。それはpoorで もhumbleで もな く反宗教改革の新 しい威厳 と自信の
ほどを示す存在 と化 したのである。
⑥ 都市文化の変化
反宗教改革 がMunsterで 橋頭塗 を築 くことが で きたの は政治 的圧 力 だ け
でな く,市 民 に対 し文 化 的影響 力 を もちえ た ためで あ る。 商業 の 衰 退 で
Hansaと の結 びつ きが弱 ま り,さ らにオ ラ ンダ独立 戦争 で オ ランダ との関
係 も断絶 し,代 りにRheinlandと の結 びつ きが強化 され る と ともに,反 宗
教改革 の文化 が酒々 と流れ こん で くる。
まず挙 げ られ るべ きことはNiederdeutschの 衰退 であ る。 それにはルター
聖書 の影響 もあ るには あろ うが,総 じて南独文化が北独 に比 して高 か った こ
と,さ らに反宗教 改革 の拠 点がBayernを 中心 とす る南独 にあ った ことで あ
る。Hochdeutschは1570年 代か ら官庁用語 と して この司教 領で も使用 され
始 める。16C末 には公証人 の文書 は例 外 な しにHochdeutsch,市 民 エ リー
トの文書 もそれが増 え る。 この移行 は部 門 ごと職業 ごと階層 ごとに違 う。 ギ
ル ドのHandwerkerは 伝 統主 義の容器 で,そ の受容 は いちば ん おそ い。 土
着主義 を墨 守。 聖 職 者 で もNiederdeutschは,GemeindeKatholizismus
の用語。Latein,Hochdeutschは 反宗教 改革 の用語 。 しか しHochdeutsch
の趨勢 は掩 いが たい。1588年 イエ ズス会士 が来 た時,彼 らの説 教 が解 る者
はいなか ったが,1622年 の年報 では こうい っている。 「民衆 は舌 をな あ らか
に動 か してHochdeutschを 喋 ろ うと しだ した。」Hochdeutschはstatus
symbo正 に もな ったので ある。
中世 では ラテ ン語 は聖職者 の言葉,土 着 の言葉 は平信 徒の言葉 と載然 と別
れて いたが,ロ ーマ法 の知識 は官 僚にな るための前提条件 とな ったので,ラ
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テン語の平信徒化が生 じた。今やラテ ン語 はエリー トと庶民を区別するシン
ボルとなった。一方,尼 さんや低い身分の聖職者はNiederdeutschを 墨守。
ラテン語 とHochdeutschの 浸透は,書 き言葉と喋 り言葉の分化,支 配層 と民
衆の文化的断絶の深化,領 邦国家建設の言語的手段の提供等々をもたら.した。
出版 は,圧 倒的にラテ ン語 とHochdeutsch,1535～1618ま でに200冊 以
上が ミュンスターで出版されたが,Niederdeutschは 僅か6冊,書 物の用
語 としてのNiederdeutschは 消滅 して しまった。 これに対 し北 ドイツのル
ター派では書 き言葉 としても生 き残る。その理由は平信徒信仰がか らくも残っ
たこと,土 着の言葉での説教,宗 教改革の反宗教改革に対するより民主的民
衆的性格のためである。
民衆文化に対す る攻撃 として,HsiaはGudeMaendag夏 祭(職 人主体の)




に対 して,反 宗教改革は聖俗の境界を明確にし,聖 なる領域を聖職者が完全
に手中に収め,平 信徒に対 して身分的優位に立とうとした,そ れゆえ民衆 自
身が行う宗教的祭儀に敵意を抱いたのだと語 り.たかったのであろう。反宗教
改革が民衆的祝祭に代 って盛んにや ったものは聖体行列であった。聖職者が




Gemeinde的 で観客は登場人物になりきって,と もに泣きともに楽 しんでい





市エリートの知的優越性を くす ぐり,庶 民を威圧するものであった。まさし
く力ある者たちの権勢誇示の風なのである。Hsiaは しめ くくりと して次の










皿.民 衆 信 仰 のプ ロフ ィル
Hsiaは 中世の伝統的民衆信仰 に対 す る宗教改 革 と反宗 教改 革 の イ ンパ ク
トを捉え るために,こ の時期書 き残 された1200余 通の遺 言状 を分 析 して い
る。 そ の際,MichelVovelle,Piet6BaroqueetD¢christianisationen
ProvenceauXVIIIeSiさcle.LesAttitudesdevantlaMortd'aprさsles
ClausesdesTestaments1973をモデルに している。 ドイ ツで も法律学者,
言語学者,経 済史家 は遺言 の研究 を して きた。AhasvervonBrandtは中世
Lnbeckの 遺言 状を出版 し,こ の面で の重要 な寄与 を している。 だが宗 教改
革期やそれ に続 く時期の遺言状 につ いて ま とま った研究 はな い。Munster
では家譜学 と して遺言 状 は研究 されて きたが,宗 教意識 を究明す るためには



















Table7.1を 見 られた い。 総数1235通 の遺言状 の うち719人 の男910人 の女
が出て くる。 そ こでの男女比 は1:L266で 当時 の比 率 に見合 う。 これ を残
した者 は上 ・中流 の市 民で,下 層民 は少 ない。 公証人 が文言 に勝手 な書式を
押 しつけた形跡 はない。 いった通 りに書 いたそ うであ る。
(1遺 言 の中で カ トリックを測定す る方法
この方 法 は,一 つ は,祈 願 文Invocationと 神 に 自 己 の魂 を托 す書 式
Commendationに 注 目す ること。第二 は聖職者及 び教会 へ の遺贈 を確認 す
ることで ある。中世 カ トリックでは,死 後 の魂 を神 に托す るに当 っては,聖
母 マ リア,聖 者,守 護天使等 々の名 を長 々 とあげて彼 らにその執成 しを頼 ん
で いた。 ところが153年 以後 それ は急速 に減少す る。Figure7.1を 参 照 さ
れ たい。Jesuitsは 聖母 マ リア崇拝 を盛 んにか きたてて い るが,皮 肉 な こ と
にマ リアに執成 しを願 っている者 は ごく僅 かであ る。 この グラフに,こ の本
の書評 を書 いた人 々 は仰天 した。私 も仰天 して しまった。 しか し,一 寸待 っ












melschenheer"に 私 の魂 を神 に執 り成 して下 さいと書 いて いるが,1581年
GertrudNiehuisは こ う書 いて い る。unsersHernJesuChristimeines
einigenmidlersundsalichmachersの御手 に私 の魂 を托 します と。(も っ
ともこのGertrudNiehuisは 何派 なのか。 もしゲマ イ ンデ的 カ トリック派
であれば,民 衆宗教意識 は宗教改革 のイ ンパ ク トで見事 に変 化 した というこ
とがで きよ う。 しか し,Hsiaは 黙 ってい るが,彼 が作 った プ ロテス タ ン ト
のProsopographiep.270Nr.23では外 来 の カル ヴ ァ ン派 呉服 商Wilhelm
の母 であ ることがわか る。 こうな ると,あ の見事 な カーブに疑問が少 々湧 い
て くる)。 と もあれ,Hsiaは こうい う。死 の恐怖 と死後 の救 いの確か さにつ
いて,宗 教 改革前夜 の民衆 は大いに悩 んで いたが,キ リス トの受 難の功績 と
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神 の無 限の愛 に対す る希望 に満 ちた信頼 をル ターが説 くことによ って,そ の
悩 みは大 いに軽減 され た といえ よ う。 カ トリック信者 に とって も,天 使 や聖
者 がい っぱ い詰 ま って いるが,ど うも頼 りない天国 の薬袋 に向か って呼 びか
け祈 るよ りは,キ リス トに頼んだ ほ うが よっぽ ど安心で きる気 にな ったのだ
と。保守 的 なル ター派教会史家が喜 びそうな言葉で はある。
(2)commendationやinvocationの文 言
この文言 が,個 人の信仰を語 って いるとす るな らば,聖 職者へ の遺贈 は,
教会 に対 す る支持の度合 を測定す る目安 となる。Figure7.2は 聖職者 への遺
贈,Figure7.3は 教会制度 それ 自体,例 えば教会堂修復費 や ロー ソク代,説
教職 の寄進,信 心会への贈物な ど,で あり,前 者 と同 じく衰退の線を描 いて
いる。 ことに60年 代 どん底 になるのは,宗 教改革時代 に成長 した連 中 が死
んだか らだ とHsiaは いう。 それに して はみんな長 生 き して いることにな る。

















































Munsterに もた らされたのが1571年,つ つ く教会巡察が聖職者人 気 の回 復
を示 した ことの現 れ と解釈 す る。 それに続 く80年 代の減少 は,ケ ル ン戦争,
スペイ ン軍 の侵入,Domkapite1内 部 のカ トリック派 とプロテス タ ン ト派 の
抗争 に嫌気が さ したため,つ づ く漸次 的上昇 はイエズス会 の活動 の成果 とい
う。 だが,私 の解釈 は,唯 物論 的であ る。Figurei.3に 点線で描 いたグ ラフ
は,私 がTable7.1を 移 し変 えた ものであ る。 この実線 と点 線を対 比 して み
るとどうか。 遺言状の数が増 えれば増 え るほど,ほ ぼ逆比例 して聖職者 や教
会への遺贈が減 って いることが わか る。 これ は何 を意味 しているか。千年王
国後,ほ とん どの市民 は貧乏 していて遺言状 で残す ほどの財産 を もっていな
か った。遺言状を書 ける市 民 はErbmannerやAlt・Honoratiorenたちだ け
であ り,彼 らは戦 後処 理の どさ くさで儲 けたので,聖 職者 にな って いる息子
や娘 に また教会 ・修道 院に遺贈で きたのであ る。だが経済が回復 して くるに
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従 って中産層 までが遺言状を作 るようになった。 しか し彼 らは反聖職者主義
が強いし,息 子や娘を聖職者に している者は少い。従 って,教 会や聖職者 に
遺贈 しないのである。だか ら,全 体 としてその遺贈のパーセンテージが落ち
るのは当たり前である。ただ70年 代に教会や聖職者に遺贈が増 えているの
は,ど うもわか らない。 この時期か ら急激に反宗教改革の勢力,法 律関係者
が増えるが,そ して最初の反宗教改:革の措置が講 じられるが,推 測にすぎな
いが,そ の連中は教会や聖職者 に遺贈するよう司教に命 じられ,い やいや死
にゆく親 に泣 きついて遺贈を頼んだのか もしれない。 これはたんなる推理で
あるが,資 料をよく見れば,70年 代の謎 は解けそうな気がする。 ともか く,
Hsiaは うまく説明するためなにか隠 している気がす る。 とも角,聖 職者へ
の遺贈の1/3以 上 は息子や娘や親戚の聖職者になった者に与えられている。
これは血縁であることが遺言状からはっきりよみとれる者の数で,実 際はもっ
と多いとHsiaも いっている。piouslegacyの 場合 も,そ の多数が,血 縁の
聖職者がいる教会や修道院に寄付されていると見倣すことができよう。
新教徒の遺贈の特徴 は,① キリス トのみ,② 聖職者や教会制度への寄進が
ないこと,③ 貧民への喜捨が多 いこと。全遺産の1/3～1/4,も っともカ ト
リックの場合 も貧民喜捨は多いが,葬 式に参加せよとか,祈 って くれという
条件がついている。
貧民救済。Munsterの 場合,他 市 と同様穀物価格の上昇 に伴わない労賃
のために,下 層民たちの生活は悪化 したともいえるが,賃 金規制のため生 じ
た初期の労働力不足を埋めるため集まってきた日雇労働者たちは,70年 代
の市経済 の回復の頃には,か なりの部分が,生 活を上昇させたものと思われ
る。但 し,オ ランダ独立戦争やケルン戦争で ミュンスターランドやその他か
ら,命 か らが ら市に逃げこんで保護を求める者が急増する。最初 はRatも
様々な措置を講 じて保護 したが,す ぐにとても保護 しきれなくなる。それで
1564年 から乞食の入市禁止,1585年 には貧者規制,乞 食の道路清掃使役,
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小 屋住 亡命 者の人数 制限,Armenzeichenの 着 用,乞 食 時間 の制 限 を行 い
だす。 また喜捨 だけでは足 りず,16世 紀末 か らArmenKasseにRatみず





救 貧 システムを保持 し続 けえたの は,支 配 エ リー トたちの富 と階級意識 で
あ った。
(3)涙 の 谷
ここで もHsiaは ル ター主義 が死 か らの解放者 とな った ことを次 の よ うに
語 って いる。 「宗教改革前 の死 に対 す る深刻 な恐 怖は,悪 魔 につ いて の深 刻
な恐怖の想 像力の中 に表現 されて いる。死 すべ き男女 は信心会 に加 わ り,免
罪 符を買 い,天 使や聖者の群を崇拝 し,死 者 ミサ や徹夜 の祈 り(vigil)の
ため に金を使 い,死 の力 に対 して集団的防衛手段 を汲 々 としてつ くりあげて
きた。 富め る市 民 は様々の信心会 に入 り,キ リス ト教徒 の連帯 とい う巨大 な
デ モ ンス トレーシ ョンで悪霊を追 い払 お うとしていた。 これに対 してル ター
の信仰義認論 は悪魔 に対す る全能 の神 の力 を主張 した。 それはまさ しく希望
の神学 であ った。それ は信者を地獄の想像力 とい う鉄 の ッメか ら解放 し,キ
リス トの無限の愛 に人々の 目を向 けさせた。」 ここまで は私 もか な り同感 で
あ る。 だが,こ こか ら少 々Hsiaの 話 は問題 にな って くる。 「Munsterの 遺
言 状 には宗教 改革 以 降,悪 魔 につ いて の言及,boserViende,hellersche
Hundeは ほ とんど消滅 して しま った。 死の恐 怖か らの解放 の教 え は,人 々
の心 の琴線 に触 れたにちがいない。」で は先 に彼 が書 いたJesuitenと ともに

















タン ト派 で もた くさん魔女が作 られた。 しか し歴史 は単純で はな い。 さ らに
彼 は,「 死 の恐怖か らの解放 は,死 者 ミサのための遺贈 を ほ とん ど消滅 させ
た。1235の 遺言状 中,死 者 ミサは僅 か34通 だ け」 という。 だが宗教 改革 前
死者 ミサがた くさん行わ れたか というと,Table7.3が 示 す ごとく一 つだ け。
Hsiaも 次 に こういつて いる。死 の恐怖 の衰 え だ けが死者 ミサ遺 贈 の少 な
い理 由で はない。 それはあま りに金がか か った。1回1グ ルデ ン永 久 に毎 年
つづ けるには500Gの 寄進を しな ければ な らなか った。 それ だけ払 えば,90
%以 上 の市 民 はそれ こそGoddesarmenに な って しま う。 実際34通 の死 者
ミサ寄進 中,永 久 に続 けることを要求 して いる ものは,僅 か1通 だけ,他 の
33通 は1回 乃至 せいぜ い数回。 しか も死者 ミサ を挙 げ るVicarの 品性 はま
ことに もって下劣で あ った。 それで市民 は貧民 に施 した。市 のために もなる
し,善 行救 済 に もなるか らという。
ま と め
私 は様々な批例を本書に対 して加えてきた。 しか し本書は,い くつかの難
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点 に もかか わ らず,約80年 間の転形期を,市 の全社会 ・宗教 生 活 にわ た っ
て描 き出 した とい う点 で まこ とに優れ て い る。 こ とにHsia君 は,ま だ30
歳 にな らない青年 であ る。Munsterに は一年半 しか いなか った。 しか も巻 末
にあ る文献 を見て仰天す る。MUnsterに ある三 つ のArchivのManuscript
を洗 い凄 い調 べあげ,そ れを よ く駆使 して いるので あ る。 と も角1200余 通
の遺言状 を読 んだ ことは確かであ ろう。各 種統計 もいささか きれ いに出来す
ぎてい るので,マ ユ唾の気 もす るが,無 か ら有 は生 じない。調べ上 げた こと
は確かで ある。 ま たAppendixの4っ のProsopographieを 作 るの に どれ
ほど精 力を費や した ことか。 傑出 したオ リジナルな方法 や視角,シ ャープ極
まりな い分析 といった ものはないが,要 す るに新 しいパ ラダイムを打 ち出 し
て はいないが,従 来 のあ らゆ る研究方法 をよ くこな しきって いる。1年 半 の
滞在 と滞米後 の1年 で,よ くもこれだけ書 けたものである。私 自身,彼 が ミュ
ンスターの地方史研究所 でキル ヒホ フの指導下勉強 する姿を見た ことがある。
まさか これ だけやれる男 とは露 ぞ思 わなか った。臓悔 を こめていうわけだが,
Kirchhoffか ら彼のマ ス タ』論 文(undergraduate卒 業論 文)を 読 ん でみ
ないか といわれ,一 晩読 んでみる と,あ ま りの出来 の悪 さに呆れた。 その論
文 には彼の先生 のOzmentが,ほ とん どどの行 に も?を つ けて いた。 その
男 が数年 の うちに仰天 す るモ ノグラフィーを書 けると誰 が想 像 しえ ようか。
世 に奇跡 はない。彼 が使 った資料 を誰 かが読 み直す と異 論が続出す るであろ
う。 しか し,大 筋にお いて誤 って いな いと私 は思 う。
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